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 5 名の現役中学国語教員が執筆  

「とってもわかりやすい中学国語の教室」 
国語の勉強のしかたがわかる参考書 12/13 発売 

 

 

教育出版社の株式会社旺文社(本社：東京都新宿区、代表取締役：赤尾 文夫、以下旺文社)は、横浜市

教育委員会から同社へ研修派遣※されている中学校教員 清見克明氏と、横浜市の国語教員 4名の協力 

で執筆した、中学生向けの国語教材 『現役ベテラン先生の特別授業「とってもわかりやすい中学国語の教

室」』を 12 月 13 日(木)に発売いたします。 

 

■ 執筆の背景 ～ 「国語」という教科の現状 

昨今取り沙汰されている国語力の低下について、清見先生の声掛けにより集まった 5 名の国語教員と、 

旺文社の分析により、「国語」という教科について次のような現状が分かりました。 

・ 多くの生徒が、国語の成績を伸ばそうと思っても、どう勉強すればよいか分からないと感じている。 

・ “国語の問題は感性で解くもの”という誤解がある。文法やことばのきまりなどをしっかり理解すれば

解けるということが知られていない。 

・ 国語の参考書や問題集は他教科に比べて売れないため、国語についてやさしく噛み砕いて指導

する本は出版されなかった。 

以上のような現状を踏まえ、中学生が国語を基礎から入試対策まで自学自習できる、わかりやすい参考書

を執筆しました。 

 

■ 特長 

 現役のベテラン国語教員 5名で執筆 
「生徒のためにわかりやすく、面白く、自学自習に役立

つ国語の本を作りたい」という思いから、教員歴20年以

上の現役中学国語教師 5名が協力して執筆しました。 

 国語に関する素朴な質問から、高校入試対策までカバー 
「なぜ文法の勉強が必要なのですか？」といった 28 の

素朴な質問で、ことばのきまり、読解、古典など国語の

基本項目を網羅。1つの質問につき解説と問題の、計6

ページで構成。入試問題も含み、基礎から高校入試対

策までできるようにしました。 

 授業の楽しい雰囲気を再現 
2 名の生徒が質問を投げかけ、先生が答える対話形式。イラストとともに

授業の雰囲気を再現した、楽しく学べるページづくりになっています。 

 

旺文社は“とっても”シリーズの第1弾として、「とってもやさしい数学」を 2007年 1月に発売し、発行部数は

1年生～3年生用までの3冊合計で89,000部と好評を博しております。「とってもわかりやすい中学国語の

教室」は同シリーズの第 2弾となります。 

※教員企業等派遣事業 

｢魅力ある優れた教員の確保｣を推進する観点から、民間企業、社会教育施設、社会福祉施設等、学校以外の

施設等へ教員を派遣し、様々な社会経験を積む機会を提供する研修事業。文部科学省が推進し、横浜市は

積極的に実行している。 



■ 出版概要 
 

書 名 現役ベテラン先生の特別授業「とってもわかりやすい中学国語の教室」 

執 筆 中学国語の教室研究会 監 修 清見 克明 

発 行 旺文社 体 裁 B5 版 頁 数 176 ページ 

価 格 本体 880 円（税込 924 円） 刊行日 2007 年 12 月 13 日(木) 

■ 著者紹介 
 

清見
き よ み

 克明
かつあき

 （横浜市立西中学校 主幹教諭） 

 ＜プロフィール＞ 

1983 年より横浜市国語科教職員。以来長年にわたり国語科教育に携わる。 

2006 年横浜市最優秀教員表彰、2007 年文部科学大臣優秀教員表彰を受賞。 

常にこどもの目線に立って教育実践をするよう心がけている。 
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方について】 

： 代表取締役 赤尾 文

【ことばのきまりについて】 

Ｑ．「星が好き。」の主語は

「星が」ではないのですか？

【読解について】 

Ｑ． な主人公の気持ち
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【漢字について】 
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【古典について】 
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： 〒162-8680 東京都新
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： 教育・情報を軸と
： http://www.obunsha.co.jp/ 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
株式会社旺文社 広報担当：三澤、山縣 

EL:03-3266-62 bunsha.co.jp 92  FAX:03-3266-6045 E-mail：pr@o


